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それぞれの提携に対するメカニズムを定義する．  

ここでのメカニズムは，ネットワークの配線とそ  

れぞれのエージェントの費用の負担額を決定する  

ものである．具体的には，メカニズムにおける仲  

裁者が提携全員のprivateinformationを聞いて  

配線を決定し，その後，実際に配線にかかった費  

用の総額がわかり，メカニズムはそれぞれのエー  

ジェントの負担額を決定する．   

ここでのメカニズムほ，実行可能条件（ネット  

ワークによって提携の全員が供給源とつながって  

いること，提携のメンバーの負担費用の合計が配  

線にかかった費用以上であること，提携のメンバー  

以外のエージェントの情報は利用できないこと）  

を満たしていないければならない．   

また，メカニズムは，実行可能条件だけでなく，  

インセンティブ両立性（incentivecompatibility）  

を満たしている必要がある．インセンティブ両  

立性とは，それぞれのエージェントが自分の受け  

取ったprivateinformationを仲裁者に偽って述  

べたとしても，自分の予想コストを減らすことが  

できないという条件である．インセンティブ両  

立性を考えなければならないのは，配線を決定す  

る際に，仲裁者はそれぞれのエージェントの真の  

privateinformationを観察することができないか  

らである．  

皿 隠旺幽院  

本研究においては，情報不完備な最小艶用木ゲー  
ムのincentivecompatible coreの非空性を考察  

する．   

最小費用木ゲームは協力ゲームの1つであり，  

地理的に離れた複数のエージェントがサービスの  

供給源とリンクを結ぶ状況において，複数のエー  

ジェントが協力したときに構成される物理的ネッ  

トワークの費用をエージェント間でどのように分  

担すればよいかを考察するものである．情報完備  

な最小襲用木ゲームについては，例えばコアの非  

空性が証明されている．コアは，協力ゲームにお  

ける全体提携の安定性を考察する概念である．   

今回は，この最小費用木ゲームに関する情報が  

不完備の場合として，実際にリンクを結ぶまでリ  

ンクのコストがわからない状況を取り扱う．具体  

的には，リンクのコストが確率変数として与えら  

れていて，それぞれのエージェントが，リンクの  

コストに関する情報の一部をprivateinformation  

として手に入れる状況を考える．   

情報不完備な協力ゲームは，  

o ExanteStage（エージェントが自分のprivate   

informationを受け取る前に提携を組む）  

0Interimstage（エージェントが自分のprivate   

informationを受け取った後に提携を組む）   

の2つに分けられる．今回は，最小費用木ゲームの  

exantestageにおけるincentivecompatiblecore  

が非空であること，およびエージェントの情報構  

造がindiscernibilityとnon－eXClusivemessという  

2つの条件を満たしているときにinterimstageの  

incentivecompatiblecoarsecoreが非空であるこ  

とを証明する．これらのコアの概念は，非対称情  

報をもつexchangeeconomyやassignmentgame  

の分析などに適用されている．  
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Exanteincentivecompatiblecoreを定義する  

うえで，インセンティブ両立性を満たしている全体  

提携のメカニズム〃の中で，あらゆる提携gに対  

するいかなるインセンティブ両立性を満たすメカ  
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ニズムusにもexantedominateされないものを  

考える．そのようなメカニズムによって与えられる  

それぞれのエージェントのexantestageにおける  

予想コストの集合をexanteincentivecompatible  

coreとよぶ．ここで，l／SがFLをexantedominate  

するとは，提携Sのメンバー全員のexantestage  

における予想コストが〃よりもレ∫のほうが低く  

なることをいう．Exanteincentivecompatible  

coreが非空であるということは，いかなるメカニ  

ズムレタにも支配されないメカニズム〃が存在す  

ることを意味している．本研究では，次の結果を  

得た．   

命題 最小費用木ゲームのexanteincentivecom－  

patiblecoreは非空である．   

情報完備な最小費用木ゲームのコアの非空性の  

証明ではBird【1】によって提案されたメカニズム  

（費用分担ルール）が利用されている．このメカニ  

ズムはインセンティブ両立性を満たしていないの  

で，このメカニズムによってこの命題の証明とす  

ることはできない．   

そこで，この命題を示すために，それぞれの提携  

に対する費用関数を定義する．費用関数は，実行  

可能条件とインセンティブ両立性を満たすメカニ  

ズムの中で提携のメンバーの予想コストの和が最  

小になるものを選び，その和として定義する．Ex  

anteincentivecompatiblecoreはこの費用関数  

によって定義されるゲームのコアと同等になる．  

このゲームのコアの非空性を示す際には，任意の  

提携に対して，費用関数はインセンティブ両立性  

が課されても効率の損失が起こらないことを利用  

する．  

exclusivenessという2つの仮定を満たす場合を  

考察した．直感的には，indiscernibilityはそれぞ  

れのエージェントの情報が粗雑であること，nOn－  

exclusivenessはそれぞれのエージェントの情報が  

全体に対して小さいことをそれぞれ意味している．  

本研究では次の結果を得た．   

命題 エージェントの情報構造がindiscernible，か  

つnon－eXClusiveであるとき，最小費用木ゲームの  

incentivecompatiblecoarsecoreは非空になる．   

この命題の証明にあたって，indiscernibilityを  

満たしているときに，インセンティブ両立性を課さ  

ない場合のcoarSeCOreが非空になることと，nOn－  

exclusivenessを満たしているときにインセンティ  

ブ両立性による効率の損失はないことを補題とし  

て示し，利用している．  

5 おわりに   

エージェントの情報構造がindiscernibilityと  

non－eXClusivenessを満たしていない場合のincen－  

tivecompatiblecoarSeCOreや，interimstageにお  

けるcoarsecore以外のコア（finecoreなど）につ  

いて考察することが今後の課題として挙げられる．  
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4 Incentive compatible coarse 

COre   

Coarsecoreは，interimstageにおいてそれぞ  

れのエージェントのprivateinformationが提携間  

で交換されないときの全体提携の安定性を考察す  

る概念である．   

本研究では，情報構造がindiscerniblityとnon－  
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